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(T. 23， pp. 635c23・637a27;D. Ca 51b5-58a3: P. Che 46a2-51b3) 
(b)畢隣陀婆嵯の神通力に関わる因縁語く影勝王(二ビンビサーラ)が未生怨に賊を捕
まえるように命じ，未生怨に話を聞いた畢隣陀婆躍が神通力で賊から盗まれた物を




(pp. 677c22-679a26; D. Ca 192a4-199a1: P. Che 175b3-180a6) 
③経分別;僧残1条(破僧違諌学処);因縁謂
















































(p. 1003c4-18; D. Ta 279a5-279b2: P. The 245a7-245b4) 
⑧健度部;出家事 (r根本説一切有部毘奈耶出家事J)
〈目連の出家因縁語の一部〉王舎城に節会があって，影勝王は別に用事があったの
で，代わりに未生怨太子を使わした。 (p.1024a19・2;D. Ka 18b5・19a1:P. Khe 


















があり，そこで「ヴァイデーヒー」という名前の由来が示される (GM. vol. II， 
part 2， p.13.17; D. Ga 55a3: P. Ne 52a8)。さらに，二人の聞に男の子(ニアジャ
ータシャトゥル)が生まれ，後にビンビサーラを殺して王となるという予言が示さ
れる>(GM. vol. II， part 2， pp. 1.16・15.16;D. Ga 50b3帽55b7:P. N e 48a2-53a5; 




II， part 2， pp. 15.17聞40.13;D. Ga 55b7-66b1: P. Ne 53a5-63b5; Panglung. p.63-
65) 
(c)ウ、ァイデーヒーの陰部に腫れ物ができて，これをジーヴァカが治療した。 (GM.
vol. II， part 2， pp. 40.13-41.20; D. Ga 66bl-67a2: P. Ne 63b5-64a7) 
(d)悪友のデーヴァダッタに唆されて父王を殺してしまったアジャータシャトゥルが，
腹部が膨張する病気にかかった。これをジーヴ許アカが直す(治療の際にアジャータ
シャトゥルの息子のウダーイパドラを巡る物語が含まれる)0 (GM. vol. II， part 




SBV. I， pp.253.24司254.4;D. N a 258a6・258b3:P. Ce 228a4・228a8)
くこの後，提婆達多が悪心を起こし，五法を主張して破僧を企てる〉
(b)く提婆達多の破僧の因縁語(2 ) >※上記③経分別(僧残11条)と対応 (pp.
167c26-173c9; SBV. I， pp.68.1-89.33; D. Na 157a5・176a2:P. Ce 150b3・167b3;





























とするが，粥の容器だけを壊し，父王は逃れる。 (p.184c19・29;SBV. I， pp.135. 





多と阿闇世の前生請を語る。 (pp.187c18-188a28;SBV. I， pp. 149.16-150.9; D. Na 
211b2・212b6:P. Ce 197b8・199a1;Panglung. p. 111)く以下，さらに提婆達多無思
無報前生請が続く〉
(e)く提婆達多の破僧の因縁語(5 ) >(pp. 189a15開206a14;SBV. I， pp. 154.4・219.6;D. 

























処」にあると答えて，者閤~屈山に戻る。 (p. 190a6・b3;SBV. I， pp. 156.29-158. 













て身を金色にするが，その際ひどい苦痛を受けた。 (p.191b26・c4;SBV. I， pp. 
161.7・163.28;D. N a 221a2・221a5:P. Ce 205b4-205b7)く以下，その苦痛に関す
る前生語が続く;さらに悌の「脚輪相」に関して同様の事態が繰り広げられ，そ
れについても前生請が説かれる (pp.191c4-192a14; SBV. I， pp. 163.28-166.4; D. 
Na 221a5・222b2:P. Ce 205b7・206b8)>
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@提婆達多は未生怨に，沙門喬答摩を殺そうとしていることを告げ，協力を依頼す






を行った。 (p.202c5・21;SBV. I， p.204.10・25;D. N a 249b5・250b7:P. Ce 230b7・
231a8; Panglung. p. 121) <以下，舎利弗と目連が五百比丘を連れ戻す話や世尊
の和合僧が破すことになった前生因縁語などが続く〉
@世尊が王舎城の侍縛迦苓没羅園にいた時，未生怨王は侍縛迦の勧めに従って，世
尊を供養しに出かけていく。 (pp.205a9・206a14;SBV. I， pp.216.8-219.6; D. N a 










214c29・215b5;D. Tha 24a7-24b5: P. De 21b6-22a4; Panglung. p. 168)く以下省略〉
10) 漢訳が「四種修道」と，四つの項目を挙げるのに対し， SBV. (I， p.204.15-22)及びチベット
訳 (D.Na 249b5・250b7:P. Ce 230b7・231a8)には，五種の誓戒 (panca-vratapada)として，
















が勝光王の前生謂を語る。 (pp.238c1・239b18;D. Tha 87a4・88a2:P. De 83b7・84b4;






因によるものであることを未生怨王に教える。 (pp.287a8・288a13;D. Tha 237a1・




争っていた。 (p.382b29・c1;D. Da 228a2-228a3: P. Ne 219b5-219b6; Panglung. p・










函に王の身体をいれた時，王は息を吹き返した。 (p.399b15-c23; D. Da 290a6・













してくれているので，そこで結集を行おう」と宣言する。 (pp.403c21-404a7; D. 
Da 303b5・304a6:P. Ne 287bl-288a2) 
(2)上記の宣言の後，皆が摩掲陀へ赴いた。未生怨王は備に対して深信をもっていたた
め，象から落ちても備の力で身体に傷を受けずにいた。 (p.404a8・23;D. Da 304a6・
























ーノマを造り，未生怨は波町離に塔を造って供養をした。 (pp.410b1・411a5;D. Da 











描かれている。上に掲げたようにく⑨鍵度部;薬事 (T.24，p. 19b; 20a) >く⑬健度
部;衣事の(a)と(c)(GM. III-2， p. 13/pp. 40・41)> <⑪健度部;破僧事の(e)(T.24， p. 









































































































































































































17) 注1前掲， Silk論文， pp.205・212参照。















D. 二 Derge(sDe dge) Kanjur， The sDe dge Mtshalμr Bkα， 'gyur. A 
Facsimile Edition 01 the 18th Century Redaction 01 Si-tu Chos-kyi-
'byuかgnas，Prepared uηder the Direction 01 H. H. the 16th rGyal-
dba元 Karma-ρα， 102 vols.， Delhi (Delhi Krmapae Chodhey 
GyalwaeSungrab Partun Khang) 1976-81. 
Eimer. 二 HelmutEimer， Rab tu 'byun ba'i gu， Die tibetischen Ubersetzung 
des Pravrajyavastu im Vinaya der Mulasa門Jastivadins，Teil 1 und I， 
Asiatische Forschungen Band 82， Wiesbaden 1983. 
GM. 二 Nalinaksha Dutt， Gilgit Mαnuscripts， V 01.II， part 1-4， Delhi 1984 
(Second Edition). 
MPS. 二 ErnstWaldschmidt， Das Mahφαrinirva1Jasutra， Text in Snskrit und 
Tibetisch， verglichen mit dem Pali nebst einer der chinesischen Ents-
ρrechung im Vinayαder Mulasarvastivadins， Teil I-II， Berlin 1950/ 
51. 
P. 二 PekingKanjur， The Tibetan Tripitaka， Peking Edition， kept in the 
Library of the Otani University， reprinted under the supervision of 
the Otani University， Kyoto， ed. Suzuki T. Daisetsu， 168 vols.， 
Tokyo/Kyoto 1955-61. 
律蔵にあらわれる阿闇世と掌提希 67 
Panlung.二 Jampa Losang Panglung， Die ErzahlstofJを des Mulasarviistiviida-
vinaya， A nalysiertαul Grund der tibetischen UbersetzuηιStudia 
Philologica Buddhica (Monograph Series) 11， Tokyo: The Reiyukai 
Library 1981. 
SBV. = Raniero Gnoli， The Gilgit Manuscript 01 the Sα均:ghabhedavastu，
Beiη:g the 17th and Last Section 01 the Vinaya 01 the MuZαsarvis-
tiviidin， part 1 & 1， Roma 1977/78. 
T. =Ii'大正新修大蔵経』
Vin. ニ TheVinaya Pi!akα'fJl， ed. Hermann Oldenberg， vo1. 1-V， PTS: Lon-
don 1964/77/82/84. 
(付記)
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